
















































































































































































走 獣 ーー行 動 ( 18 ) 飛 禽 ーー彩 色 ( 17 )
募 寺 I飲食(21) 墓 寺 I静 止 ( 25 )
三 種 の 「 交 隣 須 知 」 、 つ ま り 「 苗 」 ・ 増 補本・「刊」の体 裁 的
な 而 の う ら 、




















「 十 四 年 版 と 十 六 年 版 と の 間 に 大 き な
含 4 )
違 い は ほ と ん ど な い
」 と
い
う 福 島 邦 道 氏 の 報 告 を 踏 ま え れ ば 、 十
． 六 年 版
を も っ て 「 交 隣 須 知 」 初 刊本の代りに
して









は 増 補本類と門の 構 成 が 異 な っ て
いる。
増 補本と
r刊」につい て は 、
mと
に お け る 云3 邑 」 「 宮 宅 」
門 の 頑 が r 刊 」
で反対になっているだけで、









コ0」 が r済』 「 小 」
のよ
う な 培 補本類の写本をも
とに
し
て編 纂 さ れ た こ と を 示 す
もの




み て も 宮 え る こ と












除いた本文の見出し が r 苗 」 の そ
れと似てい
る こ と が 多 い 。 例 え ば 、
®見
出 し の 語 順 や 字 体 ま で 全 く 一 致 す る 門 ーー・ 「 禾 黍 」 「 昧
臭 」 「 喫 貌 」・「熟設」 （ 以 上 、 r 済 」 ）
⑤見
出 し の 語 順 や 字 体 に小屈の
ある門 ー 「 買 質 」 「 疾 病 」
「 行 動 」 「 鋪 陳 」 「 視 聴 」 「
m
紺 」 （ 以 上 、 r 済 」 ） 、
「足
使 」 「 言 語 」 盃
g辞」R塁菌」「太多」云心語」（以上、r小」）






























































































































































































ロ マ カ セ ニ シ
テケ ン ペ
イ ガ キ ッ ウ ヲ
モフ
コ サ ル
（ 「 済 」 = - 65
)































ッ テ ス ハ ッ テ ゴ ザ ル ハ 何 ゾ 心 苦 ガ ア ル サ ウ ニ ゴ ザ ル









































ッ テ ス ワ ッ テ ゴ サ ル ナ ニ カ キ ニ カ
、
ル 甲 ガ ア ル ソ フ
テ コ サ ル
( r 苗 」 ― ― - 10 ウ ）
前 の よ
う
な 例 か ら わ か る よ う に
、 ．
r













（ 「 苗 」 三 31 ウ
）
「 小 」 の よ う な 培 補 本 類 の そ れ に 引 か れ た も の で あ る こ と は
、ま
ず 間 違 い な い だ ろ う
。
し か し
、「 刊 」 の 文 例 の す ぺ て が 培 補 本 の そ れ に 引 か れ た わ け
で は な い
。残 り の 二 割 ぐ ら い は 「 苗 J の 文 例 と 似 て い ろ の で あ ろ
。
中 に は
、「 刊 ← 巻 四 の 「 語 辞 」
「 太 多 」
「 範 困 」 、 そ し て 「雑 語」
門 の 後 半 ま で の よ う に 、 も っ ば ら 「 苗 」 系 の 文 例 を も と に し て 作成 さ れ た と 思 わ れ ろ 門 も あ ろ
。例 え ば
、
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．o c i n a i
>
t p n0 i
ケ イ エ イ シ テ ヒ ト ヽ ヲ ナ シ ク ヨ フ ヤ ク ク ラ シ マ ス ル
（ 「 苗 」 四 28 )
と な っ て お り 、 ま た 「 雑 語 」 門 の 〈 相 〉 の 文 例 は 、






ni （ 「 小 」 四 30 ウ ）





















































































































































































































































? ？ 9 奮















― つ の 例 を 挙 げ て み よ う 。



























































と の 推 定
は 、
一 応 可 能 だ と 思 わ れ る 。
＠門
と見出
し の 意 義 的 関 係
両 書 に お い て 、
ある門に収められている見出し語は、
そ の 意 義
分 類 の う え で 大 体 当 門 に ふ さ わ し い 意 味 の も の で あ る 。
しかしそ
う で な い 場 合 も あ る 。 例 え ば 「 交 隣 須 知 」 （ 苗 代 川 本 ） の 「 彩 色 」門 の 最 後 の 丁 に 、




の 話 彙 が 入 っ て い る の
は意義的にふさわし






ほ か の も の は す べ て 君 �
吊」門に収められているのである。
類 因 の 構 成 か ら み て 、
r倭
語




い 語 棄 を
「 倭 語 類 解
」
で 適 し た 門 に 収 め 直 し た も の と 考 え ら
れる。
し か も 「 交 隣 須 知 」
の増補本において、
〈 機 〉 〈 悛 〉 〈 ほ 〉 〈 経 〉 〈 緯 〉 が r 倭 語 類
解
」
と 同 じ く 「 布 吊 」 門 に 移 さ れ て い ろ の も 、 r 倭 語 類 解
」
と 「 交





・ ・ ・ 一 ． 駄 ・ 一 負 ・ 一 結 ・ 一 塊 ・ 一 隻 ' - 石
（介









こ の 四 語 に は い ず れ も 数 詞 ． ― ” が 冠
せ ら れ て お り 、
他 の 見 出 し 語 （ 斤 ． 丙 ・ 銭 ・ 分 な ど ） に は こ の ．
-”が冠せられてい
な い こ と か ら 、 こ の 四 語 の 出 自 が 「
交 隣 須 知
」




婆 す る に 、









両 祖 の 成 立 時 の 交 渉 に つ い て 直 接 的 な 手 掛
り を 提 示 し て く れ る も の
と思われろのである。
五、
苗 代 川 本 「 交 隣 須 知 」 に お け る 「 余 り 話 」 に つ い
て
「苗
」 に 、他 の 増 補 本 や 刊 本 の 本 文 （ 培 補 さ れ
た語
を 除 い た も
の）にない「







で あ る だ
け
に 、 本 苔
．におけるこ













「 余 り 語 」 は 全 部 で 一 四 六 語





































































































な ど の よ う に 、
それぞれ全く違う内容の文例である。
一体、
古 い 写 本 か ら の 転 写 と い う の は 、
も と の 文 例 を 変 え る に
し て も 、
その
文例と内容的に何らかのつながりをもちながら部分
的 に 改 修 し て い く の が 常 套 で あ ろ う 。
にもかかわらず、
例 の よ う
に内容的にほとんど相異なっているのは、
両宙の文例がそれぞれ
個 別 的 に 付 け ら れ た と い う こ と を 哀 付 け る も の で あ っ
て 、
同 一 本
を藍本としているとは考え難い。やはり原r交隣須知」には前のよ う な 「 余 り 語 」 は 存 在
しなかっ
たのであろう。
要 す る に 、
苗 代 川 本 「 交 隣 須 知 」 に
おける「余り語」は、原r交
隣 須 知 」 に 増 補 さ れ た 語 で あ り 、
そ の 存 在 は 、
増 補 の 際 の 「 倭 語
類 解 」 の 関 与 に よ る 結 果 と 考 え ら れ る 。 結 局 、
原r
交 隣 須 知 」 と
原「倭語類解」の相互交渉によって成立したのが苗代川本「交隣． 須 知 」 で あ る 、
ということになる。
チ ン ハ 武 官 ガ ア ッ カ リ マ ス ル
〈 鋲 〉 の 文 例
c i _＿百



















( r 済 」 ニ 49 )
注 4 注3 注 2 注 ー
注 2 に 同 じ ）
こ れ ま で 述 べ て き た こ と を ま と め る と 、 r 倭 語 類 解 」 と 「 交 隣
須 知 」 が 門 の 構 成 的 な 面 か
ら見出しの語彙的な面にまで類似して
い る 理 由 を




お け ろ 「余
り 語 」 と 「 倭 語 類 解 J と の 交 渉 の 結 果 を 指 摘 す る だ け で は 不 十 分であり、
r 倭 語 類 解 」 と 「 交 隣 須 知 」 に お い て す で に 根 源 的 な 交
渉 の あ っ た こ と を 考 え 合 わ せ る 必 要 が あ る と 思 う 。
す な わ ち 、
原 「 交 隣 須 知 」
を も と に し て そ れ を 増 補 し た 形 で ま




お わ り に
( r 文 芸 研 究 」
両 笞 の 関 係 に つ い て は 、
つ と に 金 沢 庄 三 郎 博 士 が 、
本 邦 に お け る 朝 鮮 語 学 者 の 鼻 祖 た る 雨 森 芳 州 の 「 交 隣 須知 」 は 本 書 （ 「 倭 語 類 解 」 の こ と ） を 藍 本 と し
た ( r 日
語類解」序文）と説かれるが、
後 に 浜 田 敦 先 生 が 同 じ 見
解 を 、
安 田 章 氏 は 逆 の 立 場 を 取 る 見 解
を述べて
お ら れ る 。
安 田 章 「 辞 書 と 文 例 」 （ 「 朝 鮮 資 料 と 中 世 国 語 」 所 収 、
一
九 八 0 年 、
笠 間 叢 苔 ）
大 友 信 一 「 桑 韓 筆 語 に よ る 国 語 音 の 研 究 」
第 三 十 三 号 、
一 九 五 九 年 ） を 参 照 。
安田章「苗代川の朝鮮語写本」
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